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あすなろ幼稚園閉園
　「いつも元気で明るい子」「なかよく遊ぶやさしい子」「力をあわせてやりぬ
く子」を基本目標として開園した『あすなろ幼稚園』が令和元年度をもって閉園
することに伴って、３月15日に閉園式が行われました。
　開園から通算999名が卒園し、それぞれが「ひのき」(別名「あすなろ」)のよ
うに荒風にも負けず、すくすくと健康に成長していることと思います。
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３
月
定
例
議
会
（
３
月
12
日
開
会
）
に

お
い
て
、
照
井
町
長
が
町
政
執
行
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
太
田

教
育
長
が
教
育
行
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま

し
た
。

（
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

Ⅰ　
町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と

　
　
予
算
編
成
方
針

　
今
年
は
世
界
の
平
和
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や
本
町
の
重
要
課
題
に

対
応
し
て
い
く
上
で
の
新
た
な
指
針
と
な

る
、「
第
６
次
江
差
町
総
合
計
画
」
な
ど

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
、
自
身
の
２
期
目

の
任
期
折
り
返
し
を
迎
え
、
本
町
の
明
日

に
つ
な
げ
る
「
前
進
の
年
」
と
位
置
づ
け
、

令
和
２
年
度
に
取
り
組
む
主
要
施
策
の
展

開
方
向
に
つ
い
て
、
四
つ
の
柱
に
沿
っ
て

申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ　
主
要
施
策
の
展
開

⑴
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

〈
未
来
へ
の
礎
を
つ
く
る
町
政
の
推
進
〉

　
本
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
６
次
江
差
町

総
合
計
画
」
な
ど
に
掲
げ
る
各
種
の
施
策

の
具
現
化
に
向
け
た
議
論
を
加
速
さ
せ
ま

す
。

　
北
の
江
の
島
構
想
に
つ
い
て
は
、
官
民

連
携
を
視
野
に
、
南
ふ
頭
一
体
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
と
早
期
の
事
業
化
に
向
け
、
着
実
に

そ
の
歩
み
を
進
め
ま
す
。

　
社
会
体
育
施
設
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

本
町
と
上
ノ
国
町
と
の
２
町
協
議
の
中
で
、

２
町
の
町
民
が
共
有
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
の
検
討
を
行
い
、
両
町
間
の
連
携
事
業

の
先
行
事
例
と
し
て
、
施
設
の
補
完
・
共

有
を
図
る
べ
く
、
今
後
の
利
用
に
あ
た
っ

て
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

〈
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
観
光
の
創
造
〉

　
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
主
体
で
あ
る

一
般
社
団
法
人
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い

機
構
を
中
心
に
、
体
験
観
光
や
情
報
発
信
、

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
と
い
っ
た
３
つ
の

柱
を
よ
り
強
固
に
し
、
第
３
種
旅
行
業
を

活
か
し
、
町
内
事
業
者
と
観
光
客
と
の
橋

渡
し
役
を
担
う
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

の
確
立
に
向
け
連
携
し
ま
す
。

　
今
夏
に
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う

機
会
を
捉
え
て
、
本
町
が
持
つ
日
本
遺
産

な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

マ
チ
の
魅
力
を
国
内
外
に
強
力
に
発
信
し
、

本
町
へ
の
誘
客
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
や
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

　
マ
チ
の
宝
で
あ
る
江
差
追
分
を
未
来
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
各
種

の
交
流
事
業
を
展
開
し
、
２
次
交
通
対
策

と
し
て
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
て
本
町

に
宿
泊
さ
れ
る
方
々
に
対
し
、
特
典
付
与

に
よ
る
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　〈
地
域
産
業
力
の
強
化
と
地
域
経
済
の
活
性
化
〉

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
ス

マ
ー
ト
農
業
を
見
据
え
、
農
業
者
や
関
係

機
関
等
と
協
議
を
深
め
、
農
業
者
の
経
営

基
盤
を
支
え
る
仕
組
み
を
維
持
す
る
ほ
か
、

振
興
作
物
の
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、
水

堀
排
水
機
場
の
除
塵
機
や
水
門
の
更
新
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
檜
山
南
部

森
林
組
合
と
連
携
を
図
り
、
町
有
林
の
保

育
に
努
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
民
有
林
の
整
備
や
、
林
地
台
帳
の
精
度

の
向
上
に
努
め
、
江
差
町
げ
ん
き
の
森
活

動
や
植
樹
・
育
樹
を
は
じ
め
と
し
た
木
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
回
遊
性

魚
種
の
資
源
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
前
浜

づ
く
り
を
目
指
し
、
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流

に
よ
る
磯
根
資
源
の
維
持
増
大
を
図
る
ほ

か
、
檜
山
管
内
で
広
域
的
に
実
施
し
て
い

る
ニ
シ
ン
や
サ
ケ
の
種
苗
放
流
事
業
へ
支

援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
簡
易
種
苗
生
産
や

蓄
養
機
能
を
備
え
た
増
養
殖
施
設
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
上
町
・

下
町
商
店
街
の
拠
点
化
を
図
る
た
め
、
早

い
時
期
に
制
度
設
計
を
行
う
ほ
か
、
江
差

青
果
卸
売
市
場
株
式
会
社
が
廃
業
を
決
め

た
こ
と
に
伴
い
、
市
場
と
取
引
の
あ
る
小

売
店
や
地
物
農
産
品
の
流
通
へ
の
影
響
を

最
小
限
と
す
る
べ
く
、
新
た
な
仕
入
れ
等

を
担
う
組
織
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
当
面

１
億
円
の
寄
付
金
を
目
標
と
し
て
、
そ
の

取
組
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

　
起
業
・
創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
や
金
融
機
関
と
連
携
を
図
り
、
適
切
な

対
応
に
努
め
ま
す
。

　
雇
用
労
働
対
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
を
含
め
た
上
町
街
区
全

体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
等
と

協
議
を
進
め
ま
す
。

⑵
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

〈
不
幸
ゼ
ロ
の
実
現
～
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
～
〉

　
地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
南
檜
山
圏
域

全
体
で
目
指
す
地
域
医
療
の
方
向
性
や
、

医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
等
の
確
保
を
含
め
、

持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に
向

け
、
北
海
道
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
取

り
組
む
ほ
か
、
民
間
医
療
機
関
に
対
す
る

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
運
営
補
助
や
、

令
和
２
年
度

 
町
政
執
行
方
針

照井誉之介　町長
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道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
及
び
脳
疾
患
救
急
搬

送
の
救
急
医
療
確
保
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

　
各
種
健
診
に
つ
い
て
は
、
受
診
率
向
上

や
、
保
健
事
業
の
実
施
な
ど
、
健
康
に
対

す
る
町
民
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
ほ
か
、

本
町
で
子
育
て
を
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
育
児
支
援
や
、
虐
待
予
防
の
視
点
を
重

視
し
た
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
推
進

し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
主

体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
た
体
制
の
構
築
や
、
高
齢
者
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
の
展
開
に
努

め
ま
す
。

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
江
差
町
社
会

福
祉
協
議
会
や
住
民
に
身
近
な
町
内
会
・

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等
と
の
連

携
や
活
動
支
援
を
通
じ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

「
第
２
期
江
差
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」「
第
１
期
江
差
町
子
ど
も
の

未
来
応
援
計
画
（
貧
困
対
策
推
進
計
画
）」

が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
各
種
の
取
組
を
通

じ
て
子
育
て
環
境
の
充
実
に
意
を
注
ぎ
ま

す
。

　
貧
困
状
態
に
あ
る
子
育
て
家
庭
に
対
し

て
は
、
地
域
の
団
体
や
企
業
、
関
係
機
関

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る「
学
習
支
援
」「
生

活
支
援
」「
経
済
・
就
労
支
援
」
体
制
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

　
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
水
堀
学
童
保

育
所
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
旧
教
職
員
住

宅
の
改
修
を
通
じ
、
児
童
や
保
護
者
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
と
、
発
達
の
不
安
や
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
へ

の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
と
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
の

継
続
に
向
け
た
運
動
の
普
及
啓
発
に
努
め
、

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
消
費
生
活
対
策
に
つ
い
て
は
、
手
口
が

悪
質
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
被
害
等
の
未

然
防
止
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
い
じ
め
の
問
題
や
不
登
校
に
つ
い
て
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
未
然
防

止
に
努
め
ま
す
。

　〈
地
域
・
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
〉

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り

小
学
校
に
お
い
て
、
新
学
習
指
導
要
領
が

全
面
実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
、
社
会
の
変

化
を
見
据
え
た
新
た
な
学
び
を
展
開
す
る

ほ
か
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図

り
、
全
小
中
学
校
に
お
い
て
導
入
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
学

校
、保
護
者
、地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進

し
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、
町
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
活
動
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
現
在
、
休
館
と
な
っ
て
い
る
北
海
道
有

形
民
俗
文
化
財
「
横
山
家
」
に
つ
い
て
は
、

江
差
町
に
と
っ
て
貴
重
な
文
化
財
資
源
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
今
後
も
保
存
活

用
に
向
け
た
協
議
を
進
め
ま
す
。

　〈
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
〉

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
普
通
河
川

に
対
す
る
大
雨
時
の
浸
水
想
定
区
域
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
避
難
所
の
あ

り
方
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
防
災
備

蓄
品
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
町
内
会
等
と

の
連
携
に
よ
る
図
上
訓
練
等
を
行
い
、
災

害
へ
の
対
応
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
倒
壊
の
恐

れ
の
あ
る
危
険
空
き
家
の
減
少
を
目
的
に

創
設
し
た
「
空
き
家
解
体
補
助
制
度
」
の

活
用
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
管
理
不

全
な
状
態
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

　
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の

発
生
・
排
出
を
抑
制
し
、
分
別
収
集
を
推

進
す
る
取
組
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
に

努
め
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
火
災

や
救
急
・
救
命
活
動
へ
の
的
確
な
対
応
を

図
り
ま
す
。

⑶
地
域
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、「
砂
川
４
号

通
り
」
の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
町
道
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
や
緊
急
性
な
ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
、

優
先
順
位
を
定
め
、
計
画
的
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

　

橋
梁
修
繕
に
つ
い
て
は
、「
問
屋
橋
２

号
」
の
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
第
３
椴
川
橋
」
の
橋
梁
架
け
換
え
に
向

け
て
、
用
地
確
定
測
量
及
び
物
件
補
償
調

査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

河
川
維
持
に
つ
い
て
は
、「
陣
屋
川
」

の
護
岸
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
普
通
河
川
に
つ
い
て
も
、
河
道
確
保
の

た
め
の
浚
渫
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
柳
崎
、
水
堀
地

区
の
重
要
給
水
施
設
管
路
耐
震
化
事
業
の

完
了
に
向
け
て
取
り
組
み
、
本
事
業
と
併

せ
て
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
五

厘
沢
浄
水
場
の
廃
止
に
向
け
た
検
討
を
行

い
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
南
が
丘
小
学
校

線
の
管
渠
整
備
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た

に
南
が
丘
・
陣
屋
町
地
区
の
一
部
に
つ
い

て
事
業
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
に
基
づ
き
、
江
差
・
上
ノ
国
下
水
道

管
理
セ
ン
タ
ー
の
中
央
監
視
装
置
な
ど
の

更
新
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

南
埠
頭
物
揚
場
の
整
備
や
江
差
港
マ
リ
ー

ナ
浮
桟
橋
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
未
利
用
町
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
売
買
価
格
の
再
検
討
や
周
知
エ
リ
ア

の
拡
大
も
含
め
た
取
組
を
進
め
る
ほ
か
、

本
年
度
「
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
滑
動
崩

落
対
策
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く

「
第
二
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
」
の
作

成
を
行
い
、
安
全
性
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
改

修
と
し
て
、
南
が
丘
第
４
団
地
２
棟
10
戸

の
屋
根
・
外
壁
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

※執行方針の内容は、東京オリンピック・パラリンピックの延期が決定する前のものです
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江
差
町
の
教
育
を
推
進
す
る
大
き
な

テ
ー
マ
は
、「
ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向

く
教
育
」
で
あ
り
ま
す
。
先
人
が
築
き
上

げ
た
町
の
歴
史
や
文
化
を
、
次
世
代
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
、学
社
融
合
の
基
で
の「
ふ

る
さ
と
江
差
発
見
学
習
」
を
通
じ
て
、
江

差
の
魅
力
に
感
動
し
、
郷
土
愛
を
受
け
継

ぐ
教
育
の
推
進
に
意
を
尽
く
し
、
主
な
項

目
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１ 

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
小・中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校・

家
庭
・
地
域
社
会
及
び
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
相
互
の
連
携
や
協
力
を
図
り
な

が
ら
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
進

め
ま
す
。

　
豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど

を
育
む
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
読
書
に
つ
い
て
は
、
学
校
図
書
の
充
実

と
家
庭
に
お
け
る
「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」

の
奨
励
、
加
え
て
「
江
差
町
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」
の
実
施
を
通
し
て
、

読
書
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

健
や
か
な
身
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
の

調
査
結
果
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
各

学
校
の
「
一
校
一
実
践
」
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

　
生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や
不

登
校
及
び
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
か
ら
の

教
育
問
題
や
生
活
等
に
関
す
る
悩
み
な
ど

の
解
決
に
は
、
学
校
、
保
護
者
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
連
携
に
努
め
る
ほ

か
、
関
係
機
関
と
協
議
す
る
ケ
ー
ス
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

  

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
そ

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
江

差
北
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教
育
の
さ
ら

な
る
継
続
と
充
実
を
図
り
、
江
差
中
学
校

区
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
小
中
連
携
を

強
化
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向
く
教
育
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
江
差
発
見
学

習
を
、
社
会
教
育
と
の
融
合
事
業
と
し
て

一
層
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配
置
し
、

外
国
語
並
び
に
国
際
理
解
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
「
江
差
町
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
の
策
定
に
お
い

て
、
適
正
な
管
理
戸
数
や
浴
槽
の
設
置
な

ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
補
助
に
つ
い
て
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
や
消
費
税
増
税
に
伴
う
景
気
対
策
な
ど

を
考
慮
し
、
２
ヵ
年
に
限
定
し
て
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
集
会
施
設
な
ど
の
町
有
施
設
に
つ
い
て

は
、
日
常
的
な
維
持
補
修
に
努
め
る
ほ
か
、

用
途
廃
止
し
た
施
設
や
利
用
予
定
の
な
い

施
設
に
つ
い
て
、
建
物
が
存
置
さ
れ
て
い

る
状
態
で
の
売
却
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま

す
。

　
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
公
園
・
緑

地
の
全
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の
方
針

を
策
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
や
緑
地
の

性
質
や
役
割
に
応
じ
た
具
体
的
な
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

⑷
期
待
と
信
頼
の
組
織
づ
く
り

　
本
町
を
取
り
巻
く
変
化
に
対
応
し
、
知

恵
と
行
動
力
を
持
っ
た
組
織
と
し
て
、
改

め
て
役
場
全
体
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
た
め
の
最
後
の

努
力
で
あ
る
〝
一
簣
之
功
（
い
っ
き
の
こ

う
）〟
で
、
日
々
の
当
た
り
前
と
思
え
る

業
務
に
対
し
て
、
仕
事
の
型
を
し
っ
か
り

と
守
り
つ
つ
、
前
例
や
固
定
概
念
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
で
大
胆
な
発
想
と

挑
戦
し
続
け
る
行
動
力
を
も
っ
て
、
直
面

す
る
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
職
員
の
育

成
と
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
案
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
、

令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
６

次
江
差
町
総
合
計
画
」「
第
２
期
江
差
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
政

策
の
推
進
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
対
応
な

ど
、
事
業
の
休
廃
止
や
統
合
、
見
直
し
な

ど
も
視
野
に
入
れ
た
対
策
を
検
討
し
、
収

支
が
均
衡
す
る
安
定
し
た
財
政
運
営
が
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Ⅲ　
む
す
び
に

　

令
和
２
年
度
も
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

議
会
、
民
間
企
業
、
各
種
団
体
、
そ
し
て

地
域
住
民
の
皆
様
の
持
て
る
力
を
結
集
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、〝
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
〟
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

太田誠　教育長

令
和
２
年
度

 

教
育
行
政
執
行
方
針
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防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
風
水
害
、
暴

風
雪
等
へ
の
対
策
な
ど
命
を
大
切
に
す
る

教
育
の
充
実
を
図
り
、
北
海
道
及
び
関
係

機
関
と
連
携
し
、
日
常
的
な
活
動
の
中
で

防
災
へ
の
備
え
を
育
み
ま
す
。

　
登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
各

中
学
校
区
の
健
全
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

連
携
や
協
力
に
よ
り
安
全
の
確
保
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
地
域
や
学
校
の

実
情
に
応
じ
た
安
全
体
制
の
一
層
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

　
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
江
差
の
恵
ま

れ
た
自
然
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

環
境
を
生
か
し
た
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、
情
報
化
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

情
報
活
用
能
力
の
育
成
や
情
報
機
器
を
利

用
す
る
上
で
の
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
指
導

の
徹
底
を
図
る
ほ
か
、
児
童
生
徒
１
人
１

台
端
末
の
整
備
及
び
小
中
学
校
で
の
高
速

大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
係
る
環
境
と
機
器
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

２ 

学
校
の
組
織
力
の
強
化
と
教

　

 

職
員
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　
校
長
の
経
営
手
腕
の
発
揮
に
関
す
る
支

援
に
努
め
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て
も
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
お
け
る

小
中
学
校
間
の
情
報
交
流
を
自
分
の
実
践

に
生
か
す
こ
と
や
、
授
業
研
究
の
促
進
を

図
る
た
め
の
授
業
公
開
を
積
極
的
に
奨
励

す
る
ほ
か
、
道
立
教
育
研
究
所
の
事
業
に

よ
る
特
別
講
座
の
継
続
と
学
習
規
律
や
生

活
規
律
の
確
立
と
定
着
を
図
る
各
学
校
の

取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の

業
務
改
善
方
針
に
則
り
、
時
間
外
勤
務
の

削
減
を
図
り
ま
す
。

３ 

教
育
環
境
の
整
備
の
推
進
に

　

 

つ
い
て

  

今
年
度
も
指
導
主
事
を
配
置
し
、
学
校

現
場
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
、
江
差
小
学

校
の
屋
上
防
水
改
修
工
事
、
江
差
北
小
中

学
校
暖
房
設
備
更
新
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
８
月
か
ら
供
用
開
始
を
目
指
し
、

町
内
砂
川
に
移
転
改
築
す
る
こ
と
で
、
本

年
度
は
、
次
年
度
工
事
着
工
に
向
け
、
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
施
設
完
成
後
は
、

米
飯
設
備
が
整
備
さ
れ
完
全
給
食
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
引
き
続
き
学
校
給
食
組
合
に
お

い
て
、
上
ノ
国
町
と
２
町
で
共
同
設
置
・

運
営
を
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
推
進
】

１
．青
少
年
、家
庭
、成
人
教
育
に
つ
い
て

　
「
江
差
町
青
少
年
健
全
育
成
会
議
」
を

活
動
の
中
核
と
し
て
、
地
域
や
家
庭
教
育

サ
ポ
ー
ト
企
業
と
連
携
し
た
子
ど
も
の
見

守
り
活
動
や
「
み
ん
な
で
育
て
る
え
さ

し
っ
子
」
運
動
を
更
に
展
開
し
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の
意
識

の
醸
成
に
努
め
る
ほ
か
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
更
な
る

支
援
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
小
中
学
校
で
の
江
差
追
分
の

学
習
を
は
じ
め
、
地
域
の
人
材
と
素
材
を

学
校
教
育
に
取
り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
江

差
発
見
学
習
」
な
ど
地
域
の
大
人
が
講
師

と
な
っ
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
を
育
て
る

学
習
支
援
・
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
親
子
参
加
型
の
体
験
事
業
や

高
齢
者
と
の
触
れ
合
い
を
重
視
し
た
世
代

間
交
流
な
ど
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
も
継
続
し
ま
す
。

　
成
人
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
役
場

の
各
課
が
展
開
し
て
い
る
各
種
講
座
と
連

携
・
協
力
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
地

域
づ
く
り
に
還
元
し
、
将
来
的
に
地
域
の

人
材
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

２
．図
書
館
活
動
に
つ
い
て　

　
乳
幼
児
か
ら
児
童
生
徒
ま
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
読
み
聞

か
せ
会
な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学

校
と
の
連
携
で
は
、
移
動
図
書
館
車
の
運

行
や
団
体
貸
し
出
し
な
ど
、
成
長
に
合
わ

せ
た
本
選
び
や
読
書
へ
の
関
心
づ
け
を
行

う
ほ
か
、
江
差
町
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
に
則
り
、
江
差
町
の
子
ど
も
た
ち

が
一
層
読
書
に
親
し
み
、
よ
り
良
い
読
書

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
３
．芸
術
・
文
化
活
動
に
つ
い
て

　
町
民
の
文
化
振
興
に
対
す
る
高
い
意
識

に
よ
っ
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
江
差
町

文
化
協
会
の
「
江
差
町
民
文
化
祭
」
や
加

盟
団
体
に
よ
る
「
み
ち
く
さ
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
更
な
る
充
実
に
向
け
た
支
援
を

今
後
も
行
う
ほ
か
、
江
差
町
文
化
会
館
の

利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
町
民
も
気
軽

に
親
し
む
施
設
利
用
を
目
指
し
た
事
業
展

開
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
４
．文
化
財
保
護
に
つ
い
て

　
江
差
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
掲
げ
た

「
歴
史
が
暮
ら
し
に
と
け
こ
み
「
生
活
の

リ
ズ
ム
」
を
刻
む
ま
ち
」
と
い
う
め
ざ
す

姿
に
向
か
っ
て
、
町
民
・
専
門
家
・
行
政

が
参
加
す
る
組
織「
エ
エ
町　
宝
箱
会
議
」

の
充
実
を
図
り
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
源

が
し
っ
か
り
保
存
活
用
で
き
る
環
境
を
作

り
ま
す
。

　
現
在
休
館
と
な
っ
て
い
る
北
海
道
有
形

民
俗
文
化
財
「
横
山
家
」
は
北
海
道
教
育

委
員
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
保

存
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
ま

す
。

５
．ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て

　
海
の
町
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
町
民

が
海
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
「
え
さ
し
ア
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ

ス
タ
」
は
、
継
続
し
て
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実
と
か
も
め
島
周
辺
の
賑
わ
い
創
出

を
図
り
ま
す
。

　

江
差
町
運
動
公
園
関
連
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
球
場
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
へ
の
広

告
募
集
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

へ
の
助
成
を
行
う
ほ
か
、
町
民
野
球
場
の

「
う
み
街
信
金
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
」
の
愛
称

浸
透
を
図
り
、
よ
り
一
層
多
く
の
町
民
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
図
り
ま
す
。

　
６
．社
会
教
育
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
江
差
町
文
化
会
館
の
海
側

屋
上
防
水
改
修
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、

社
会
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
及
び
予
算
の
平

準
化
を
図
り
つ
つ
、
施
設
の
求
め
ら
れ
る

機
能
・
性
能
を
確
保
す
る
た
め
の
方
針
を

検
討
し
ま
す
。

結
び

　
江
差
町
教
育
委
員
会
は
、
町
長
が
主
宰

す
る
総
合
教
育
会
議
に
積
極
的
に
参
画
す

る
ほ
か
、
教
育
大
綱
や
江
差
町
教
育
推
進

計
画
を
基
に
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
学
力

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
江
差
が
持
つ
豊

な
自
然
や
優
れ
た
伝
統
文
化
が
根
付
く
環

境
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
に
、
真
摯
に
教
育
行
政
を
執

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※執行方針の内容は、東京オリンピック・パラリンピックの延期が決定する前のものです
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ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
成
果
報
告
会

議
会
全
員
協
議
会

総
合
計
画
策
定
審
議
会
／
辻
木
材

㈱
寄
付
目
録
贈
呈
式

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
協

議尾
山
町
内
会
総
会

北
海
道
防
災
協
会
委
員
会
／
北
海

道
漁
港
漁
場
協
会
役
員
会
（
札
幌

市
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
手
交

式
／
議
会
全
員
協
議
会
／
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
協
議

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
協

議コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
協

議江
差
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
会
議

課
長
会
議

課
長
会
議
／
江
差
町
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

職
員
30
年
勤
続
表
彰
伝
達
式

第
１
回
江
差
町
議
会
定
例
会

子
ど
も
子
育
て
計
画
答
申
書
手
交

式あ
す
な
ろ
幼
稚
園
閉
園
式

18
日

20
日

21
日

23
日

24
日

25
～
26
日

28
日

29
日

1
日

2
日

4
日

9
日

10
日

11
～
12
日

13
日

15
日 町

長
の
主
な
動
静

【
2
月
16
日
～
3
月
15
日
ま
で
】

3
月

2
月

第
１
回
定
例
会
（
３
月
12
日
開
会
）

町 
長 

行 

政 

報 

告

ケアカフェえさし☆シリーズ「中高生と交流」☆

４月のテーマ「江差北中生と交流」
日　時：令和２年４月30日（木） PM2:20～PM3:10
場　所：江差北中学校

お問い合わせ先

高齢あんしん課地域包括支援係

　　　　　　　☎52-6726

　「ケアカフェ」は、新しいコンセプトで行われる、医療介護福祉の職場で働く人たちの集まりです。顔の見える関係づ
くりと日頃のケアの相談の場所を提供しています。今年度はシリーズとして学校で、若い世代との交流を通し、「医療
や介護職の魅力」を伝えます。詳しくは地域包括支援係までお問い合わせください。

『
寄
附
採
納
に
つ
い
て
』

　
ご
厚
志
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

○『
東
京
江
差
会
会
長　
阿
部
秀
一
』

様
よ
り
、
町
へ
の
貢
献
事
業
と
し

て
現
金
５
万
円
の
寄
附
。

○
『
第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
営
業

職
支
部
執
行
委
員
長　
小
辻
み
ち

よ
』
様
よ
り
、
町
立
日
明
保
育
園

に
対
し
、
児
童
福
祉
推
進
の
た
め

に
紙
芝
居
４
冊
の
寄
贈
。

○
『
㈱
五
勝
手
屋
本
舗
代
表
取
締
役

　
小
笠
原
隆
』
様
よ
り
、
図
書
館

の
充
実
の
た
め
に
現
金
10
万
円
の

寄
附
。

○
『
Ａ
Ｓ
Ａ
江
差
朝
日
新
聞
専
売
所

所
長　
松
崎
浩
』
様
よ
り
、
図
書

館
の
充
実
の
た
め
に
図
書
８
冊
の

寄
贈
。

○
『
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
理
事
長　
大
見
英
明
』様
よ
り
、

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
へ
の
願

い
を
込
め
て
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

60
枚
の
寄
贈
。

○
『
株
式
会
社
道
南
土
木
代
表
取
締

役　
佐
藤
康
弘
』
様
よ
り
、
町
内

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
た
め
に
図

書
カ
ー
ド
（
時
価
20
万
円
相
当
）

の
寄
贈
。

○
『
辻
木
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　
辻
秀
明
』
様
よ
り
、
町
の
地
域

振
興
の
た
め
に
現
金
10
万
円
の
寄

附
。

○
『
プ
リ
ン
ト
プ
ラ
ザ
メ
モ
リ
ー
代

表　
新
井
山
信
二
』
様
よ
り
、
子

ど
も
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て

図
書
カ
ー
ド
24
枚
の
寄
贈
。
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町
で
は
、
在
宅
で
重
度
の
身
体
・
知
的

障
が
い
者
な
ど
の
方
が
買
物
な
ど
で
タ
ク

シ
ー
を
利
用
さ
れ
る
際
に
、
タ
ク
シ
ー
料

金
を
一
部
助
成
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
券
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
及
び
手
帳
等
を
持
参
の
上
、
担
当
係

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
交
付
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
（
２

　
級
は
下
肢
及
び
体
幹
機
能
障
害
に
限
り

　
ま
す
）

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

　
を
お
持
ち
の
方

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
減
免
対

　
象
の
方
を
除
く

◆
交
付
内
容

　
500
円
の
利
用
券
を
１
年
間
48
枚
交
付
し

ま
す
。

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
で

き
ま
す
。

◆
利
用
範
囲

　
昨
年
度
ま
で
利
用
範
囲
を
町
内
に
限
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
町
外

医
療
機
関
等
（
歯
科
医
、
鍼
灸
、
整
骨
院

含
む
）
の
通
院
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
ま
た
は
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証

手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　
（
☎
５
２-

６
７
２
０
）

　
町
と
サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
（
富
山
浩
樹　
代
表
取
締
役

社
長
）
は
、
両
者
が
多
様
な
連
携
を
通

じ
て
、
双
方
が
互
い
の
資
源
や
特
色
を

活
か
し
た
事
業
に
協
働
し
て
取
り
組
む

た
め
、
北
の
江
の
島
事
業
を
は
じ
め
、

地
域
の
活
性
化
及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
江
差
町
と
サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
と
の
協
働
事
業
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
が
単
独
の
自
治
体
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
札
幌
市

に
続
い
て
２
例
目
と
な
り
、
町
村
で
は

初
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
連
携
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
会
社
側
と
協
議
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
（
☎
５
２

－

６
７
１
２
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

交
付
の
ご
案
内

サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結

協
定
事
業
の
内
容

①
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
、
発

展
に
関
す
る
こ
と

②
一
次
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

③
歴
史
や
文
化
、
観
光
資
源
の
活

用
に
関
す
る
こ
と

④
地
域
振
興
を
担
う
人
材
の
育
成

に
関
す
る
こ
と

⑤
災
害
時
に
お
け
る
生
活
物
資
等

の
供
給
に
関
す
る
こ
と
。

⑥
協
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
①
～
⑤
以
外
の
事
業
に

関
す
る
こ
と

春
で
す
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
！

　
新
入
学
児
童
を
は
じ
め
と
し
た
歩
行
者

等
の
安
全
確
保
と
交
通
マ
ナ
ー
を
意
識
し
、

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
は
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行

者
が
い
る
場
合
は
一
時
停
止
す
る
。

・
横
断
歩
道
と
そ
の
手
前
で
の
追
い
越
し

や
追
い
抜
き
は
し
な
い
。

・
横
断
歩
道
に
接
近
す
る
場
合
は
、
歩
行

者
等
が
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

を
除
き
、
停
止
で
き
る
よ
う
な
速
度
で

徐
行
す
る
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
横
断
す
る
時
は
し
っ
か
り
左
右
を
確
認

す
る
。
※
片
方
が
停
車
し
て
も
反
対
側

が
停
車
し
な
け
れ
ば
危
険
で
す
。

・
夜
間
な
ど
横
断
す
る
時
は
、ド
ラ
イ
バ
ー

が
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
、
夜
光
反
射

材
な
ど
を
身
に
着
け
る
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

四
月
六
日（
月
）か
ら
十
五
日（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
防
災
生
活
係

　
☎
５
２－

６
７
１
１

交
通
安
全
情
報
コ
ー
ナ
ー

協定を締結する調印式（3 月 27 日）の模様
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企業会計
お店の売り上げなどを管理している財布 
⇒事業で得た利益でやりくりしている会計 

水道事業がこの会計に属します。 

 

特別会計
個人個人が管理している財布 
⇒特定の事業で使っている会計 

国民健康保険費～奨学金までがこの会計 
に属します。 

一般会計
家計のやりくりで使っている財布 
⇒町の基本的な事業の支払いに使う会計

 

令和２年度はどうなる？

江差町の予算について 
令和２年度の予算がまとまりました。
このページでは町のお金の使い道を紹介し、
江差町のまちや暮らしがどのように変わるか
しげっちたちと一緒に見ていきます。
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一般会計予算のポイント 

①前年度と比較して、予算が５億５,９５５万円減りました。 
②減少した主な科目 

●歳入では町債（お金の借入）で５憶５,１４０万円減りました。 
●歳出では投資的経費（建設工事に関する経費）で５億４,３８９万円減りました。 

③減少した主な要因は、養護老人ホームの建設費補助や新陣屋団地の建設などの大型 
事業が終了したためです。 
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Q. 江差町の基金（貯金）と町債（借金）って、今どれくらいなの?

一般会計５３億円の予算を月３５万円の家計にたとえてみよう!

収入のポイント

給与だけでは月の支出をまかなえないため、
親からの仕送りなどにも頼りながらやりくりし
ている現状です。 

支出のポイント

食費、借金の返済、家族の医療費が全体の約
４割、子どもへの仕送りが全体の約３割を占め
ている現状です。 

家計簿のポイント                

今後は、家族の医療費や家の修理費が増えていくことが予想されるため、将来の 
ことを見据えて貯金の取り崩しも抑えつつ、やりくりしていかなければなりません。 

A. 基金残高（貯金残高）は、平成20年度から
の12年間で12億7,816万円増える見通し
です。しかし、平成29年度からの３年間で
8億1,280万円を基金から取り崩していま
す。これは、公共施設の改築や道路の整備
などを実施したときに借りたお金の返済が
始まったことなどが要因です。

A. 町債残高（借金残高）は、平成20年度か
らの12年間で32億9,399万円減る見通
しです。しかし、ここ数年は新陣屋団地
建設などの大型事業を実施しているた
め、一定程度お金を借りており、減少幅
は小さくなっています。
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子どもに関する取り組み 

 
 

 

現在の施設が老朽
化しているため、隣
接する別の旧教職員
住宅を整備し移転。 

施設
水堀学童保育所整備事業 

★新規事業
１３７万円 

医療 子ども医療費助成 
２,３６５万円 

高校生までの医療
費が無料となる子ど
も医療費受給者証を
交付。 

町内の保育園や幼
稚園などの施設を利
用している３～５歳
児の給食費の３分の
１を補助。 

福祉 園児給食費助成 
１６０万円 

医療 

他市町村の医療機関
に通院して受診した妊
婦健診、産婦健診、出産
受診等の交通費につい
て１回につき2,450円
（定額）を助成。 

妊産婦健康診査等交通費助成
★新規事業

１０８万円 
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住環境に関する取り組み 
住宅 

住宅リフォームプレミアム 
商品券発行事業補助 
９００万円 

住環境向上のた
めのリフォームを
行う町民を対象に
２５％のプレミア
ムを付与した商品
券を販売。 
※令和３年度まで
の２年間実施予定。 

住宅 危険家屋等空き家対策 
２５０万円 

放置すると危険な
空き家（特定空き家）
を解体する場合、そ
の費用の２分の１を
補助。（最大５０万
円） 

施設に関する主な事業 
１億６,５０９万円 施設

●水堀地区にある排水機場（大雨の時に川の水
量を調節して洪水被害を軽減する施設）を長
く使うための整備。 

●南ヶ丘第 4 団地を長く使うための外壁整備。 
事業費：2,695万円 

●文化会館の大ホール側の雨漏りを改善するた
めの屋上防水対策。    事業費：2,670万円 

●江差小学校の教室や廊下の雨漏りを改善する
ための屋上防水対策。  事業費：1,371万円

●柏町にある旧教職員住宅の解体。 
              事業費：361万円

 ●繁次郎番屋の内装の修繕や Wi-fi の新設、番屋
までに架かる橋（五平橋）の整備。 

事業費：252万円

●町道の新設や整備。

●町内の老朽化している橋を長く使うための計画 
的な改修・整備。    事業費：7,262万円

●大雨時に河川の浸水被害を防ぐため陣屋川の護
岸（水害を防ぐため河岸につくるもの）を整備。

事業費：1,925万円

道路
など

道路などに関する主な事業 
１億９,６６７万円 

●新しい下水道管の整備と設計。 
 事業費：8,400万円

 〇整備する地区 ①南浜地区 
②陣屋、南が丘地区 

〇設計する地区 ①円山地区 

●汚水の処理などを行っている下水道管理 
センターを長く使うための更新・整備。 

事業費：7,200万円

下水道
下水道に関する主な事業 
※公共下水道事業特別会計 
１億５,６００万円 

事業費：9,160万円

事業費：１億480万円
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産業に関する取り組み 

かもめ島周辺の活性
化に向けた各種モデル
事業を展開。 

北の江の島構想にお
けるかもめ島周辺の構
想をデジタル化し視覚
化するVRのコンテンツ
を作成。（588万円の
うち、300万円） 

観光 
北の江の島“魅力・賑わい” 
創出モデル事業 
５８８万円 

経済 江差町まちづくり推進交付金 
１,０００万円 

特産品のブランド化
や空き家店舗の活用な
ど、地域の活性化につ
ながる各種取り組みに
対して交付金を交付。 

漁業 漁業に関する主な事業 
１,０００万円 

●漁業経営基盤安定対策 
事業費：500万円 

災害などで漁獲量が減少したときなどに 
備えた保険の掛け金の一部を補助。 

●檜山ナマコ栽培漁業定着事業補助 
事業費：500万円 

檜山管内全域を対象とした 
ナマコ種苗放流によるナマ 
コ増殖事業へ補助。 
※関係６町連携事業 

農業 農業に関する主な事業 
１,８００万円 

 

●産地生産力強化総合支援 
事業費：1,525万円 

〇アスパラなどを栽培するためのビニール 
ハウスの整備費用を一部補助。 

〇作物の生育の妨げとなる土（酸性土壌）を
改善するための土壌改良剤などの費用を
一部補助。 

〇ビニールハウスなどで栽培している出荷
を目的とした園芸作物の水やりに対する
水道料を一部補助。 

〇明渠・暗渠排水（田んぼの水はけを良くす
るための設備）の整備費用を一部補助。 

〇ブロッコリーなどの苗の購入費用を一部
補助。 

●江差町農地流動化促進補助 
事業費：275万円 

  農家の担い手に田んぼを 
売った人とその田んぼを買 
った農家の担い手に対して 
補助。 
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総
合
計
画
と
は
、
将
来
、
ど
の
よ
う

な
「
ま
ち
」
に
し
て
い
く
の
か
、
そ
の

た
め
に
誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
く

の
か
を
、
総
合
的
・
体
系
的
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
町
の
福
祉
や
産
業
、
教

育
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
行
政
運
営
と

い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基
本
と
な

り
統
括
す
る
も
の
で
、
町
の
最
上
位
の

計
画
で
す
。

　
総
合
戦
略
は
、
総
合
計
画
と
基
本
的

考
え
方
は
合
致
す
る
も
の
で
す
が
、「
人

口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
現

実
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
総
合
計
画

で
掲
げ
る
各
施
策
か
ら
人
口
減
少
対

策
・
地
方
創
生
に
特
化
し
て
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
総
合
計
画
の
重
点
施

策
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　
当
町
で
は
、
次
代
を
担
う
人
た
ち
が

夢
を
持
て
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
地
域
経

営
の
視
点
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
し

て
、
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い

く
た
め
の
町
政
運
営
指
針
と
し
て
、
第

５
次
江
差
町
総
合
計
画
（
平
成
23
年
度

～
令
和
２
年
度
）
を
策
定
し
、
各
種
の

施
策・事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

第
１
期
総
合
戦
略
が
令
和
元
年
度
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

ま
ち
と
し
て
の
一
体
的
な
施
策
展
開
を

図
る
た
め
、
第
５
次
総
合
計
画
を
１
年

繰
り
上
げ
て
終
了
し
、
統
合
的
に
新
た

な
両
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、「
自
分
た
ち
ご
と
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
様
々
な

立
場
の
方
で
構
成
さ
れ
る
総
合
計
画
策

定
審
議
会
（
赤
石　
智
恵
美
会
長
）
を

組
織
し
、
ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
、
議
会
特
別
委
員
会
等
の

実
施
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
全
５
回

に
わ
た
っ
て
計
画
内
容
を
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
回
と
も
、
長
時
間

に
わ
た
る
た
い
へ
ん
熱
心
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
21
日
に
開
催
し
た
最
終
審
議
会

で
は
、
委
員
の
総
意
と
し
て
赤
石
会
長

か
ら
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
議
を
終
了
し
て
・
・
・

赤
石
会
長
に
聞
き
ま
し
た
！

　

今
後
10
年
を
見
据
え
、
江
差
を
導
い

て
い
く
最
上
位
の
計
画
で
す
。
重
い
責

任
を
肩
に
感
じ
な
が
ら
の
審
議
会
を
終

え
、
無
事
形
に
な
り
、
ま
ず
は
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
か
ら
様
々
な

形
で
お
話
を
伺
い
、
様
々
な
立
場
の
委

員
に
審
議
頂
き
ま
し
た
。
簡
単
に
は
解

決
し
な
い
課
題
も
多
い
で
す
が
、
今
ま
で

歴
史
を
紡
い
で
き
た
先
人
を
思
い
、
未

来
を
担
う
子
供
達
を
思
い
、
そ
し
て
今
、

江
差
に
住
ん
で
い
る
私
達
の
為
に
も
、
こ

の
計
画
が
着
実
に
実
行
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
切
望
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

町
の
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
て
共
に
見
守
っ

て
頂
き
、「
エ
エ
町
、
江
差
。」
の
た
め
に

一
つ
、行
動
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※
総
合
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５

月
号
町
広
報
紙
で
概
要
版
を
配
布
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
５
２

－

６
７
１
２
）

第
６
次
江
差
町
総
合
計
画

第
２
期
江
差
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
策
定
し
ま
し
た

総
合
計
画
策
定
審
議
会
の

審
議
が
終
了

答申書の六つの意見
１　「誇りある暮らしを未来へ紡ぎ、みんなでつくる自分たちごとのまちづくり　エエ町、

江差」の実現に向けて積極的に取り組むこと。
２　各施策の「できる化」「仕組み化」「見える化」を図り、町民と計画の進捗を共有しな

がら、当審議会と共に計画を育てていくこと。
３　地域に遺る資源を守ることはもちろん、未来につなぐという観点を最重視し、「江差

の地域性」をとらえた事業展開を、柔軟かつ果敢に実施すること。
４　今後さらに人口減少・少子高齢化が進むなかでも、既存の慣習や枠組みにとらわれる

ことなく多様なニーズに応えられるよう、寛容で包摂的な社会づくりに努めること。
５　町民アンケート調査及び町民ワークショップを通じていただいた貴重な意見・提案が

積極的に取り入れられるよう検討すること。
６　総合計画を推進するにあたり、すべての施策の統一的なキャッチフレーズとして「エ

エ町、江差」を掲げ、あらゆる機会に活用すること。

総
合
計
画
で
目
指
す

ま
ち
の
姿
・
理
念

誇
り
あ
る
暮
ら
し
を
未
来
へ
紡
ぎ
、

み
ん
な
で
つ
く
る
自
分
た
ち
ご
と
の

ま
ち
づ
く
り  

エ
エ
町
、江
差
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町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
３
か
年

を
か
け
て
、
江
差
町
の
都
市
計
画
や
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る
「
江
差

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
急

激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
踏
ま

え
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
「
江
差

町
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
の

代
表
者
、
庁
内
の
関
係
課
の
課
長
な
ど

で
構
成
す
る
「
江
差
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
立
地
適
正
化
計
画
策

定
委
員
会
」（
委
員
長
・
小
林
英
嗣
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
）
を
設
置
。
７
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
ま
ち
を
元
気
に

す
る
「
ま
ち
の
〝
ツ
ボ
〟」
と
な
る
場

所
や
取
組
を
中
心
に
議
論
を
重
ね
、
計

画
策
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
策
定
委
員
会
に
お
け
る

策
定
作
業
が
終
了
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
募
集
手
続
き
）
や
都
市

計
画
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、
計
画

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、

歴
史
・
文
化
・
人
々
の
絆
が
暮
ら
し

を
彩
り　
新
し
い
出
会
い
と
賑
わ
い

を
生
み
出
す　
エ
エ
町
・
江
差

を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
設
定
。

　
テ
ー
マ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
基
本

目
標
や
都
市
の
将
来
像
、
土
地
利
用
や

道
路・交
通
と
い
っ
た
分
野
別
の
方
針
、

地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
医

療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
都
市
機
能
の

誘
導
を
図
る
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」

と
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
を
図
る
た
め
に
居
住
を
誘
導
す
る

「
居
住
誘
導
区
域
」
を
設
定
し
、
誘
導

を
図
る
た
め
の
施
策
や
数
値
目
標
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
実
現
に
向
け
て
は
、「
公
民

連
携
」
の
考
え
方
に
よ
り
、
町
民
・
企

業
の
参
加
や
連
携
を
通
じ
て
創
意
工
夫

に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

立
地
適
正
化
計
画
の
公
表
に
伴
い
、

居
住
誘
導
区
域
外
や
都
市
機
能
誘
導
区

域
外
で
の
一
定
の
開
発
行
為
や
建
築
等

の
行
為
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
で
の

計
画
に
定
め
る
誘
導
施
設
の
休
廃
止
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
江
差
町
へ
の
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
『
江
差
町
立
地
適
正
化
計
画　
届

出
制
度
の
手
引
き
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　
　
（
☎
５
２-

６
７
１
４
）

江
差
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

江
差
町
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

策
定
委
員
会
で

　
ま
ち
の〝
ツ
ボ
〟を
議
論

「
公
民
連
携
」
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
が
重
要 策定委員会より計画書案を照井町長へ提出

　写真中央：小林英嗣委員長（北海道大学名誉教授）
　写真右：池ノ上真一副委員長（札幌国際大学教授）

江差町都市計画マスタープランにおける
広域・都市レベルの将来都市像

　計画の詳しい内容については、町ホームページに
掲載していますので、ご覧ください。また、計画の
概要版を５月町広報に折り込みする予定です。

届
出
制
度
に
つ
い
て
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建

設

水

道

課

土
木
管
理
係

都
市
計
画
係

上

水

道

係

下

水

道

係

課
長
　
岸
田
　
雄
治

室
長
　
岸
田
　
真
由
美

課
長
　
大
坂
　
敏
文

　
主
幹
　
宮
原
　
浩

　（
地
域
文
化
担
当
）

消
防
長
　
大
杉
　
則
明

総
務
企
画
課
・
消
防
本
部
庶
務
課

課
長
　
西
海
谷
　
靖

　
主
幹
　
深
見
　
圭
一

教育長
太田　　誠

出

納

室

出

納

係

議

会

事

務

局

庶

務

係

議

事

係

書

記

会
計
管
理
者

議

会

農
業
委
員
会

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会
事
務
局

農

地

係

総

務

係

学
校
教
育
係

社
会
教
育
係

地
域
文
化
係

図

書

係

学

校

教

育

課

社

会

教

育

課

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

課
長
　
岸
田
　
礼
治

　
指
導
主
事（
嘱
）大
島
　
藤
和

局
長
　
産
業
振
興
課
長
（
兼
）

書
記
長
　
総
務
課
長
（
兼
）

局
長
　
清
水
　
直
樹

派 遣 職 員

江
差
町
・
上
ノ
国
町

学
校
給
食
組
合

檜
山
広
域
行
政
組
合

　
主
幹
　
若
狭
　
巧

所
長
　
藤
田
　
政
則

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会

局
長
　
議
会
事
務
局
長
（
兼
）

監
査
委
員
事
務
局

監
査
委
員

管

理

係

消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

総

務

係

令和2年3月31日付け退職者
・木村　　晃（総務課長）
・広島　良二（檜山広域行政組合総務企画部長・消防本部消防長）
・山田　清美（あすなろ幼稚園園長）
・塚本　　諭（町民福祉課住民おもてなし係長）
・宮原　好子（水堀保育園保育士）
・渋田　和子（健康推進課健康推進係）
・高谷　千鳥（かもめ保育園再任用保育士）

【再任用として派遣】
・木村　　晃
　（一般社団法人　開陽丸青少年センターに派遣）
・広島　良二
　（社会福祉法人　江差町社会福祉協議会に派遣）

書

記

◆出　　納　　室　町税の入出金など、町の会計に関する事務（☎ 52-6719）
◆議 会 事 務 局　議会及び議員協議会並びに各種委員会などに関する事務（☎ 52-6713）
◆選挙管理委員会事務局　国政及び地方選挙に関する事務（☎ 52-6711）
◆監査委員事務局　例月監査、決算の審査などに関する事務（☎ 52-6713）
◆農業委員会事務局　農業委員会、農地の権利移動・賃貸借などに関する事務（☎ 52-6722）
◆学 校 教 育 課　教育委員会、学校施設整備、町立学校及び幼稚園の入学手続きなどに関する事務（☎ 52-1059）
◆社 会 教 育 課　社会教育・スポーツ振興、文化財施設、郷土資料編纂及び文化財の調査などに関する事務（☎ 52-1047）
　　　　　　　　　図書館業務に関する事務（☎ 52-5454）

高
齢
者
支
援
係

介
護
保
険
係

地
域
包
括
支
援
係

町長　照井　誉之介

課
長
　
梅
川
　
年
代

課
長
　
中
川
　
智

　
主
幹
　
畑
　
竜
哉

　
　（
総
務
担
当
）

税

務

課

健

康

推

進

課

課

税

係

納

税

係

江
差
追
分
係

観

光

係

課
長
　
竹
内
　
強

　
主
幹
　
中
澤
　
貴
徳

　（
福
祉
子
育
て
担
当
）

　
主
幹
　
泉
　
学
美

　（
兼
か
も
め
・
日
明
・
水
堀
保
育
園
長
）

課
長
　
三
好
　
泰
彦

　（
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

坂
口
　
智
幸

澤
田
　
博
生
・
山
吹
　
賢
治
・
奈
良
　
陸
叶
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
・
久
保
田
知
子
・
奈
良
こ
ず
え

　
　
　
　
　
・
吉
田
さ
な
え

矢
口
　
友
美
・
大
沢
　
由
佳
（
新
採
用
）

佐
藤
美
智
代
・
宮
原
　
好
子
（
再
任
用
）

石
橋
　
　
潤
・
若
山
　
利
恵
・
北
嶋
　
泰
成

布
施
麻
希
子
・
川
村
　
太
一
・
成
田
　
有
夏

増
田
　
千
佳

木
村
　
幸
香
・
榮
田
　
匠
真
・
木
下
　
美
生

兵
庫
谷
友
美
・
白
川
　
健
也
・
平
井
　
涼
祐

（
係
長
・
主
任
）　 （
係
）　
　
　
　 （
係
）　
　
　 

　（
係
）

宮
津
　
宗
介
・
橋
端
　
智
美

梅
村
　
理
史
・
岸
田
　
駿
祐
・
澤
谷
　
光
希

総

務

係

防
災
生
活
係

総

務

課

か
も
め
保
育
園

日
明
保
育
園

水
堀
保
育
園

江差町行政組織機構図（令和２年４月１日現在）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

町

民

福

祉

課

産

業

振

興

課

森
　
　
隆
大
・
木
下
　
和
樹

荒
木
　
　
一

中
村
　
博
之
　

菊
地
　
伸
博
・
川
瀬
　
太
輝

布
施
　
順
司

課
長
　
出
﨑
　
雄
司

　
主
幹
　
久
保
田
栄
徳

　
　（
農
務
・
商
工
担
当
）

追

分

観

光

課

課
長
　
安
田
　
克
臣

　
主
幹
　
國
仙
　
敏
孝

　
　（
江
差
追
分
担
当
）

　
主
幹
　
南
出
　
徹
（
道
よ
り
派
遣
）

　
　（
観
光
戦
略
担
当
）

副町長　田畑　明

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

広
報
統
計
係

伊
藤
　
　
公
・
平
松
　
誠
司

高
島
　
文
武
・
成
田
　
晃
貴

課
長
　
斉
藤
　
敏
己

財

政

課

財

政

係

住
宅
管
財
係

秋
山
　
悦
子
・
中
島
　
崇
詞

明
上
　
真
也
・
竹
内
　
祥
悟
・
小
山
内
雄
清

農

務

係

林

務

係

水

産

係

商

工

係

各課の主な所管事務概要は次のとおりです。
◆総　　務　　課　職員の身分・給与、町長・副町長秘書、福利厚生、防災、環境整備、交通安全、他課に属さ
　　　　　　　　　ない事務などに関する事務（☎ 52-6711）
◆まちづくり推進課　重要施策の企画、行政の総合調整、地方創生・市街地活性化、広報広聴、統計などに関する事
　　　　　　　　　務（☎ 52-6712）
◆財　　政　　課　予算・財政、町有財産、公営住宅、集会施設、公園管理などに関する事務（☎ 52-6715）
◆税　　務　　課　町税の賦課徴収などに関する事務（☎ 52-6723）
◆健 康 推 進 課　特定健診、保健予防及び指導などに関する事務（☎ 52-6718）
　　　　　　　　　国保医療、国民年金などに関する事務などに関する事務（☎ 52-6725）
◆高齢あんしん課　高齢者福祉、介護保険、地域包括支援業務などに関する事務（☎ 52-6726）
◆町 民 福 祉 課　戸籍・住民基本台帳、福祉子育て支援、保育所などに関する事務（☎ 52-6720）
◆産 業 振 興 課　林業、緑化、水産業、港湾・漁港、などに関する事務（☎ 52-6729）
　　　　　　　　　農業、畜産、商工業、労政などに関する事務（☎ 52-6717）
◆追 分 観 光 課　江差追分の保存・普及、観光振興などに関する事務（☎ 52-6716）
◆建 設 水 道 課　道路、河川、歴まち、都市整備などに関する事務（☎ 52-6714）
　　　　　　　　　上下水道などに関する事務（☎ 52-6724）

国
保
医
療
係

健
康
推
進
係

高
齢
あ
ん
し
ん
課

住
民
お
も
て
な
し
係

福
祉
子
育
て
係

課
長
　
白
鳥
　
智
子

三
宮
　
弘
之
・
齋
藤
　
詩
子

内
海
　
暁
子
・
深
見
　
崇
人

藤
八
　
麻
衣
・
木
口
　
華
佳

久
末
　
愛
美
　

畑
　
　
博
之

鈴
木
　
公
平
・
野
口
　
耕
史
・
川
口
　
夕
紀
（
新
採
用
）

畑
　
明
日
香

明
上
　
路
子

金
澤
　
泰
子

総務課付け
・森山弘之

課
長
　
尾
山
　
徹

　
主
幹
　
長
尾
　
恵
一

　（
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
）

田
畑
　
雄
史
・
草
間
　
光
彦
（
新
採
用
）・
津
村
　
智
也
（
新
採
用
）

西
山
　
和
男

岸
田
　
宏
美

金
澤
　
淳
一
・
伊
藤
　
翔
斗
（
新
採
用
） 

（
兼
・
課
長
）・
濵
塚
　
朋
哉

若
山
三
千
年

（
兼
・
総
務
係
長
）・
金
田
　
朋
也

（
兼
・
課
長
）・
高
橋
　
昇
悟

（
兼
・
所
長
）・
國
仙
由
季
子

辻
　
　
恵
吾
・
米
　
　
道
興
・
阿
部
　
　
陽
（
新
採
用
）

（
兼
・
主
幹
）

川
村
奈
津
希 

（
併
・
総
務
課
主
幹
・
総
務
係
長
・
総
務
係
）

森
　
　
直
彦

（
兼
・
庶
務
係
長
）

（
兼
・
室
長
）・
竹
内
　
翔
太

（
兼
・
産
業
振
興
課
主
幹
）・
塚
本
　
　
諭
（
再
任
用
）

（
併
・
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

（
兼
・
主
幹
）

鈴
木
　
　
恵
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始動から１年　これまでの主な活動を振り返ります北海道江差観光みらい機構

江差町の観光情報をまとめて発信

する「観光情報ポータルサイト」を

運営しています。 0 0  月に

は英語版ページも公開しました。

発足から１年 これまでの主な活動を振り返ります

 019 8月の姥神大神宮渡御祭

で、お神輿や山車の現在地をス

マートフォン等から確認できる専

用ホームページを作成しました。

グーグルストリートビューに町内

施設の屋内パノラマ写真を掲載し

ました。車椅子が通れるか等を旅

へ出る前に確認できます。

江差産ニシンを手軽に味わえる

「ニシンまん」をバリアフリーホテ

ルあすなろに協力頂いて開発しま

した。ぷらっと江差で販売中！

日本一小さい!?道の駅用に日本

一小さい「ミニこうれん」を南桧山

あゆみ共同作業所に協力頂いて

開発しました。道の駅で販売中！

ぷらっと江差の店内だけでなく、

東京や高知等、全国各地へ出張し

て江差の特産品を販売しています。

(写真は札幌駅のどさんこプラザ)

 019 4～5月に「巨大ニシンの

ぼり」を開陽丸前で掲揚しました。

手作りニシンロケット工作体験も

併催しました。

 019 度に江差町の「日本遺産

PR」を4回行いました。(写真は町

内飲食店と連携して、なべまつり

でニシン料理を販売した様子)

 019 9月の江差追分全国大会

期間中に「イベント民泊」を運営し

ました。延べ149泊の利用があり

ました。

組織体制 各団体との関わり

体験観光

竹内泰輔

情報発信

今谷好志

物産販売

石川万里

経理・総務

寺澤舞

観光案内

西海谷朝子

鹿島由紀子

代表理事照井誉之介

事務局長 浅見尚資

江差町観光まちづくり協議会

北海道江差観光みらい機構

助言・提言諮問

江差町役場

連携 行政・観光・

教育研究機関

江差観光コンベ

ンション協会

各種事業者

観光客・関係人口・旅行業界

提供(サービス,情報)

江差町の観光情報をまとめて発信
する「観光情報ポータルサイト」
を運営しています。２０２０年２月に
は英語版ページも公開しました。

２０１９年４月１日、代表理事の照
井町長から各職員へ辞令が交付さ
れ、みらい機構が本格的に業務を
スタートしました。

日本一小さい！？道の駅用に日本一
小さい「ミニこうれん」を南桧山
あゆみ共同作業所に協力頂いて開
発しました。道の駅で販売中！

台湾の旅行会社へ、着物体験など江
差の体験メニューを提案したとこ
ろ、実際に販売が開始されました。
（写真は取材に来た台湾人スタッフ）

２０１９年４～５月に「巨大ニシンの
ぼり」を開陽丸前で掲揚しました。
手作りニシンロケット工作体験も
併催しました。

江差町観光情報総合案内所を運営
しています。旅行客と対面して案内
するだけでなく、旅に出る前の事前
相談にも対応しています。

　江差町の観光資源を、町内外の関係各所と連
携してフル活用することにより、地域への経済
効果を持続可能な形で最大化することを目的と
して、様々な取り組みを推進する組織です。
　２０１９年４月、開陽丸に事務所を設置して事業
を開始しました。

グーグルストリートビューに町内
施設の屋内パノラマ写真を掲載し
ました。車椅子が通れるか等を江
差へ来る前に確認できます。

２０２０年１月２８日付でみらい機構
が第３種旅行業に登録されました
（２月１７日付で営業可能に）。今後
は旅行商品を作り販売できます。

ぷらっと江差の店内だけでなく、
東京や高知等、全国各地へ出張し
て江差の特産品を販売しています。
(写真は札幌駅のどさんこプラザ)

ブラッスリーコロンの塚田宏幸
シェフ（オフィスキュー所属）と
連携して、「こうれんザンギ」の商
品化に向けた取組を進めています。

２０１９年９月の江差追分全国大会期
間中に「イベント民泊」を運営し
ました。延べ１４９泊の利用があり
ました。

旅行会社やマスメディア等による視
察や取材の受け入れを担当しまし
た。オーストラリアや台湾など海外
からの視察にも対応しました。

２０１９年８月の姥神大神宮渡御祭
で、お神輿や山車の現在地をスマー
トフォン等から確認できる専用
ホームページを作成しました。

２０２０年１月１４日付でみらい機構
が日本版ＤＭＯ（観光地域づくり）
候補法人に登録されました。（写真
は２４日の登録証交付式）

江差産ニシンを手軽に味わえる「ニ
シンまん」をバリアフリーホテル
あすなろに協力頂いて開発しまし
た。ぷらっと江差で販売中！

タイの大学生が日本の観光を学ぶ
ツアーの受け入れを２回担当し、
抹茶立てやソバ打ちなど様々な体
験メニューを提供しました。

２０１９年度に江差町の「日本遺産Ｐ
Ｒ」を４回行いました。（写真は町
内飲食店と連携して、なべまつり
でニシン料理を販売した様子）

函館港に着いたクルーズ船客向け
に奥尻町等と連携して観光ＰＲや物
販を行いました。江差オプションツ
アーの受け入れも担いました。

江差町の観光
地域づくり法人

北海道江差観光みらい機構とは？ 主な業務
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地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
通
信

江
差
町

　
江
差
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
木
村
で
す
。

　

４
月
の
新
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
末
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
取
組
み
の
為
、
多
く
の
集
ま
り
が
中
止
や
延

期
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
終
息
す
る
よ
う
に
、
個
人
単
位
で
で
き
る
こ

と
を
し
、
そ
の
こ
と
が
感
染
拡
大
を
防
ぐ
大
き
な
力
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
以
降
の
活
動
報
告
で
す
。
１
、
２
月
は
２
月
後
半
の
連

休
に
東
京
都
大
田
区
蒲
田
東
急
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
ひ
や

ま　

食
・
観
光
フ
ェ
ア
」
参
加
の
た
め
の
準
備
活
動
を
主
に
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
（
事
業
）
は
５
回
目
を
迎
え
た
今
回
で
終
了
と

な
り
、
私
は
３
度
の
参
加
を
し
ま
し
た
。
短
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
細
か
な
準
備
が
多
く
あ
り
、
準
備
を
キ
チ
ン
と
し
た
か

ど
う
か
で
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
度
が
決
ま
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。
何

事
も
準
備
は
大
切
で
す
ね
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
例
年
ど
お
り
と
は
い
か
ず
、
檜
山

各
町
の
特
産
品
の
試
食
を
し
な
が
ら
の
販
売
形
式
は
急
遽
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
マ
ス
ク
、
使
い
捨
て
手
袋
を
着
用
し
、

手
指
消
毒
を
一
客
ご
と
に
す
る
な
ど
し
て
衛
生
管
理
を
徹
底
し
な
が
ら

の
接
客
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
毎
年
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
江
差
町
出
身
者
や
関

係
各
位
、
ご
来
場
の
皆
様
に
暖
か
く
お
声
が
け
い
た
だ
け
た
事
や
、
皆

さ
ん
の
笑
顔
を
拝
見
し
な
が
ら
江
差
町
の
特
産
品
を
直
接
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
は
特
産
品
開
発
の
業
務
に
戻
り
、
新
し
い
試
作
品
づ
く
り
の
構

想
と
準
備
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
42
回
目
は
特
産
品
開
発
業
務
担
当

　
　

  

き 

む 

ら　

  

か 

ず 

え

木
村　
和
枝　
隊
員
で
す
。

珠 洲市友好都市 市民１４,０００人でつくる
奥能登国際芸術祭 2020  プロジェクト発表会

　３月８日、奥能登国際芸術祭２０２０に向けたプロ
ジェクト発表会がラポルトすずで開催されました。２
回目の開催となる今回の芸術祭は、９月５日から１０
月２５日の５１日間を会期としており、予定しているほ
ぼ全てのアーティスト３９組が出そろいました。
　また、市民のみなさんの思い出の品 、々先祖代々
大切に保管されてきた生活道具や冠婚葬祭の道具
などの「地域の宝」を一堂に集めアート作品として
展示する、「珠洲の大蔵ざらえ」プロジェクトが発表
されました。 集まったアーティストやサポーターで記念撮影

「北海道ひやま　食・観光フェア」 設営やディスプレイなどの確認
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江
差
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
育
児
相

談
を
は
じ
め
、
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ

う
、
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
プ
レ
イ
ル
ー

ム
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
共
通
の
悩
み
を
持
つ
保
護
者
の
交
流

の
場
と
し
て
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
子
育
て
の
場
で
す
。

　

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容
に
つ
い
て

◎
育
児
相
談

　
来
園
で
の
相
談
の
ほ
か
、
電
話
で
の

相
談
も
で
き
ま
す
。
子
育
て
中
で
感
じ

る
不
安
や
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
毎
週
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◎
親
子
あ
そ
び
広
場

　
週
に
１
回
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
日
明
保

育
園
）
を
開
放
し
、
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
、
親
子
遊
び
の
指
導
等
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　
※
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◎
グ
ル
ー
プ
支
援

　

要
望
に
応
じ
て
自
主
サ
ー
ク
ル
へ

遊
具
の
貸
し
出
し
や
、
遊
び
の
紹
介
等

を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
子
育
て
支
援
だ
よ
り（
年
６
回
発
行
）

　
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
・
保
育
園
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
活
動
内
容
や
予
定
表

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
尾
山
町
126
）

　
（
☎
５
２－

３
１
１
６
）

　
町
立
か
も
め
保
育
園
及
び
水
堀
保
育

園
に
お
い
て
、
子
育
て
に
悩
み
、
不
安

を
持
つ
保
護
者
や
、
遊
び
場
を
求
め
る

親
子
に
対
し
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

　
各
保
育
園
の
遊
戯
室
を
下
記
の
日
程

で
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
も
、

面
談
や
電
話
で
の
対
応
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

◎
か
も
め
保
育
園（
☎
５
６－

１
４
４
０
）

◆
日
時

　
第
１
・
第
３　
木
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
※
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◆
場
所

　
か
も
め
保
育
園
（
円
山
313－

20
）

◎
水
堀
保
育
園
（
☎
５
３－

６
７
０
５
）

◆
日
時

　
第
２
・
第
４　
木
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
※
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◆
場
所

　
水
堀
保
育
園
（
水
堀
町
136
）

◆
対
象
者
（
共
通
）

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
等
に
通
っ

て
い
な
い
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
の
方

　 
江
差
町

　  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　（
日
明
保
育
園
内
）

な
か
よ
し
広
場
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」

　  

か
も
め
保
育
園
・
水
堀
保
育
園
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

主
な
要
件　

○
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合

○
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
が
所

有
す
る
場
合
（
１
台
に
限
る
）

○
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
に
供
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
場
合

必
要
書
類

①
申
請
書　

②
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

③
運
転
免
許
証
の
写
し　

④
車
検
証
の
写
し　

⑤
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確

認
で
き
る
も
の

⑥
印
鑑　

⑦
納
税
通
知
書　
（
令
和
２
年
度
分
）

※
納
税
通
知
書
は
、
４
月
10
日
頃
発
送

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
の
評
価
額
等
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

　
今
年
１
月
１
日
現
在
の
価
格
決
定
状

況
等
に
つ
い
て
、
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
方
、
期
間
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
縦　
覧
】

　
他
の
土
地
・
家
屋
と
の
比
較
に
よ
り
、

自
己
所
有
固
定
資
産
税
が
適
正
に
課
税

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
制
度

【
閲　
覧
】

　
自
己
所
有
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

記
載
内
容
の
確
認
が
で
き
る
制
度

■
縦
覧
及
び
閲
覧
で
き
る
方

　
令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
納
税
者
の

方
な
ど

■
縦
覧
及
び
閲
覧
で
き
る
期
間

　
４
月
１
日
～
６
月
１
日

　
※
土
日
祝
日
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
そ
の
他

　
請
求
書
、
本
人
確
認
書
類
、
返
信
用

封
筒
な
ど
を
送
付
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵

送
で
も
対
応
可
能
で
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
江
差
町
で
は
、
町
税
を
納
期
限
内
に

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

督
促
状
・
催
告
書
を
送
付
し
、
滞
納
処

分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
一
度
、
お
手
元
の
納
税
通
知
書
を

ご
確
認
の
う
え
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場

合
は
早
急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
課
税
係
・
納
税
係

　
（
☎
５
２-

６
７
２
３
）

確
定
申
告
期
限
の
延
長
に
伴
う

振
替
納
付
日
の
変
更

　
今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告
所

得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
に
つ
い
て
、
４
月
16
日
（
木
）
ま
で
、

申
告
・
納
付
期
限
を
延
長
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
振
替
納
税
を
ご
利
用

さ
れ
て
い
る
方
の
振
替
納
付
日
に
つ
い

て
も
、
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

振
替
納
付
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残

高
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
税
資
金
の

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
５
月
15
日
（
金
）

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
５
月
19
日
（
火
）

納
税
が
困
難
な
方
に
猶
予
制
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
納

税
者
（
ご
家
族
を
含
む
。）
が
り
患
さ

れ
た
場
合
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
な
ど
し
て
次

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
場
は
納

税
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、江
差
税
務
署
（
徴
収
担
当
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
納
税
の
猶
予
：

国
税
通
則
法
第
４
６
条
）

　
ケ
ー
ス
に
よ
り
ご
用
意
い
た
だ
く
書

類
等
が
異
な
り
ま
す
。

①
災
害
に
よ
り
財
産
に
相
当
な
損
失
が

生
じ
た
場
合

②
ご
本
人
ま
た
は
家
族
が
病
気
に
か

か
っ
た
場
合

③
事
業
を
廃
止
ま
た
は
休
止
し
た
場
合

④
事
業
に
著
し
い
損
失
を
受
け
た
場
合

お
問
い
合
わ
せ
先

　
江
差
税
務
署
（
☎
５
２-

０
０
７
８
）

軽
自
動
車
税
の（
種
別
割
）の
減
免

　

４
月
に
発
送
さ
れ
る
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
に
つ
い
て
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
を
申
し
出
る
場
合
は
、
納
付
書

が
届
い
て
か
ら
納
期
限
の
７
日
前
（
４

月
23
日
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
役
場
税

務
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。



広報えさし 4月号23

　町では、65歳以上の高齢者向けに各種福祉サービスを提供しています。
　住み慣れた江差にいつまでも、元気に快適で安全に過ごしていただくためにご活用下さい。

■バス半額券（高齢者・特定疾患者乗車証）
　江差町内を運行する路線バスの料金が半額となるサービスです。町内での

買い物や通院等でご利用できます。

◆交付対象者

・６５歳以上の方、特定医療費（指定難病）受給者証をお持ちの方

■ぬくもり温泉無料送迎バス
　毎週１回、町内にお住まいのおおむね６５歳以上の方を対象とした「ぬくもり温泉」（尾山町）へ

の無料送迎バスを運行しています。利用申込みの必要がなく、送迎時間にお近くのバス停からご乗

車できます。

◆運行日時　

・毎週金曜日　１２時３０分～　※時刻表は折込チラシをご覧下さい。

■緊急通報システム
　自宅に体調の急変などの緊急時にボタン一つで江差

消防署に２４時間いつでも直通で通報できる装置を設

置（貸与）する事業です。お一人暮らしの安全と不安

の解消にご活用下さい。

◆利用対象者

・在宅の６５歳以上のひとり暮らしで、心臓疾患、高

　血圧等の慢性疾患により日常生活に注意が必要な方

・在宅の身体障がい者等で日常生活に注意が必要な方

◆利用者負担

・設置手数料　２，５００円

　（固定電話回線が必要です。）

◆利用申請

　利用申請書、利用確約書、緊急連絡員同意書

【各種申し込み】
　バス半額券、緊急通報設置は、役場窓口で利用申請書等の提出が必要です。健康保険証など氏名・

生年月日がわかるものを役場窓口までご持参下さい。なお、ご不明な点は、お気軽に高齢あんしん

課高齢者支援係（☎５２－６７２６）にお問い合わせ下さい。

高齢者向け福祉サービス活用してますか？

緊急通報

連絡

安否確認 救援出動
利用者

緊急通報装置

緊急連絡員

隣人
など

消防署
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江
差
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
火
栓
水
出
し
点
検

　
毎
年
春
に
実
施
し
て
い
る
、
町
内
一

斉
の
消
火
栓
水
出
し
点
検
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

　
点
検
に
あ
た
り
、
消
火
栓
付
近
の
水

道
水
が
濁
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

４
月
20
日（
月
）～
30
日（
木
）

　
春
先
は
雨
量
が
減
り
空
気
が
乾
燥
し

ま
す
。
乾
燥
す
る
と
火
が
つ
き
や
す
く

な
り
火
災
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
火
災
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

○
ス
ト
ー
ブ
か
ら
燃
え
や
す
い
物
を
離
す

○
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
際
は
火
を
消
す

廃
棄
物
の
焼
却
に
つ
い
て

　
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
処
理
に
は
基
準

が
あ
り
「
許
可
施
設
以
外
で
の
産
業
廃

棄
物
の
焼
却
」「
一
般
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
の
焼
却
」
等
は
違
法
で
す
。
住
宅

地
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
浜

辺
や
山
で
焼
却
す
る
こ
と
も
違
法
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
例
外
で
認

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
実
施
の
際
は
必

ず
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
宗
教
上
必
要
な
焼
却

○
農
林
水
産
業
上
必
要
な
焼
却

※
周
囲
へ
の
配
慮
は
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先：江差消防署（☎52－1072）

実　施　日 該　　当　　町
４月８日（水） 本町・上野町・橋本町・円山・緑丘・新地町

４月９日（木） 豊川町・東山・桧岱・新栄町・愛宕町・中歌町・
姥神町

４月10日（金） 陣屋町・茂尻町・海岸町・津花町・姥神町
４月13日（月） 南が丘・萩ノ岱・南浜町・柏町・砂川・椴川町

４月14日（火） 大澗町・泊町・尾山町・田沢町・伏木戸町・
柳崎町

４月15日（水） 水堀町・越前町・中網町・小黒部町・朝日町・
鰔川町・五厘沢町

※火災等により中止となった場合は、16 日（木）以降に順延
※午前８時 30 分～午前 11 時 30 分

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
開
始

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方

○
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円

　
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

○
請
求
期
間

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
５
年
３
月
31
日

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
請
求
窓
口

　
町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　
　
第
十
回
請
求
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
海
道
か
ら
４
月
下
旬

頃
よ
り
個
別
に
案
内
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
案
内
文
、
必
要
書

類
を
ご
持
参
の
上
、
来
庁
願
い

ま
す
。

○
手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

（
☎
５
２

－

６
７
２
０
）

○
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
対
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
た
め
に
、
特
別
弔
慰

金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

○
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

㈠
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
㈡
戦
没
者
の
子

㈢
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

㈣
右
記
㈠
か
ら
㈢
以
外
の
戦
没
者
等
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まなびたい
生涯学習情報

　現在、シニアカレッジ江差学園では、学生を募集しております。当学園（旧：高齢者教室）は、昭和 56 年に設立し 40
年間で大学 228 名、大学院 125 名の卒業生を輩出しています。
　シニアカレッジ江差学園では、皆さんに学習の機会を提供し、仲間づくりや地域活動など様々なことに興味を持つこと
ができるよう、たくさんの講座やサークル活動、宿泊研修、バス遠足などを用意しております。
　ぜひクラスメイトと友好を深め、その先にある楽しさを感じましょう！

（入学資格）
　江差町内に居住するおおむね 55 歳以上の方。

（申込期間）
　随時募集しております。

（申込方法）
　お電話にて申し込み可能です。

（年会費）
　１年間３, ０００円

（その他）
　保険加入費、講座教材費を別途徴収。

（主な活動内容）
　・学園の活動拠点は、江差町文化会館。
　・大学４年、大学院６年の計 10 年間。
　・卒業後も、同窓生として学園生活を継続できます。
　・１年間を通して全 12 講座（月１回程度）を開催。
　・講座以外にも、サークル活動、宿泊研修やバス遠足。

（問合せ先）
　シニアカレッジ江差学園事務局
　江差町教育委員会社会教育課
　TEL ０１３９－５２－１０４７

みんなで、楽しい学びと交流をしませんか？
シニアカレッジ江差学園 新入生募集！！

令和元年度　江差町教育・文化・スポーツ奨励賞について
　江差町では毎年度、教育・文化・
スポーツに寄与する町民などの活動
を奨励することを目的として、それ
ぞれの分野の振興に優れた業績をあ
げ、かつ将来一層の発展が望まれる
個人または団体へ贈られます。
　令和元年度の受賞者は、右記のと
おり 10 個人１団体に決まりました。

【スポーツ 個人】
稲　荷　　　蓮くん（江差北小学校１年）
山　崎　陽　和さん（南が丘小学校３年）
山　崎　來　美さん（江差中学校１年）
佐　藤　志保里さん（江差中学校３年）
高　橋　玲　次くん（江差高等学校３年）
平　井　美　羽さん（江差高等学校３年）
山　田　美沙希さん（江差高等学校３年）

【教育 個人】
天満谷　梨　奈さん（江差高等学校３年）

【文化 個人】
青　坂　百　容さん（江差中学校２年）
安　田　宝　珠さん（江差高等学校３年）

【スポーツ 団体】
江差北鴎 Jrバレーボール少年団

まなびたい

移 動 図 書 館 読み聞かせ会について

江 差 町 図 書 館　～図書館はあなたの生涯学習を応援します～
江差町字茂尻町 71 番地　文化会館 2 階【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

【TEL】52-5454【FAX】52-3566【e-mail】esashi-lib@town.hiyama-esashi.lg.jp

図  書  館
へ行こう！

４月　　　：夜間開館日　　：読み聞かせ会

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 休 7 8 9 10 11

12 休 14 15 16 17 18

19 休 21 22 23 24 25

26 休 28 29 休

再 開 し ま し た！
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、２月 29 日

（金）より休館しておりましたが、３月 27 日（金）午前
９時より再開いたしました。
　しかし、まだ感染防止対策が必要であると考え、図書館
利用の一部を制限させていただいております。
　利用者の皆様の健康と安全のため、やむを得ないと判断
いたしました。
　ご迷惑とご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。

隔週の金曜日に運行しています。
お近くのステーションでご利用ください。
○第１・３コース…17日
○第２・４コース…10日・24日

　毎月第１・３土曜日に開催していた、
絵本サークルポポリンによる絵本の読み
聞かせ会は、当面の間休止することとな
りました。再開する際は広報紙やホーム
ページなどでお知らせいたします。

○利用できるサービス
　図書の貸出、返却、予約
　※最小限の時間での利用をお願いいたします。

○制限するサービス
　新聞・雑誌・図書の閲覧、閲覧席の利用

○期　間
　３月２７日（金）から当面の間
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お
知
ら
せ

   

自
衛
官
採
用
試
験

○
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

日
時　
１
次　
５
月
23
日
（
土
）

資
格　
18
歳
～
32
歳
の
男
女

申
込　
３
月
１
日
（
日
）
～
５
月
15
日
（
金
）

○
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

日
時　
５
月
24
日
（
日
）
～
25
日
（
月
）

　
　
　
６
月
13
日
（
土
）
～
15
日
（
月
）

　
　
　
※
希
望
す
る
１
日

資
格　
18
歳
～
32
歳
の
男
女

申
込　
随
時
受
付

※
詳
し
い
募
集
種
目
、
試
験
内
容
や
申
込

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
江
差
地
域
事
務
所

　
　
（
☎
５
２-

２
４
７
６
）

   

町
内
に
花
壇
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

　

江
差
町
で
は
、「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
」
と
し
て
町
内
会
・
自
治
会

や
各
種
団
体
の
花
壇
づ
く
り
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
（
１
団
体
・
上
限
15
万
円
）

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
花
壇
を

継
続
す
る
上
で
の
課
題
解
決
（
花
壇
の
改

良
な
ど
）
の
た
め
の
補
助
も
行
い
ま
す
（
１

団
体
に
つ
き
上
限
３
万
円
）。

　

補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
計
画
書

を
添
え
て
申
請
の
上
、
審
査
・
承
認
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
補
助
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

　
　
（
☎
５
２-

６
７
１
４
）

   

令
和
２
年
度

   

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
プ
レ
ミ
ア
ム

   

商
品
券
を
販
売
し
ま
す
！

　

平
成
27
年
度
か
ら
江
差
商
工
会
が
実
施

主
体
と
な
り
行
っ
て
い
る
『
江
差
町
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』
事
業

に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
も
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
令
和
３
年

度
ま
で
継
続
予
定
）。

〇
詳
細
は
５
月
号
広
報
紙
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随
時
情
報
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

〇
事
業
者
登
録
に
つ
い
て
は
商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
江
差
商
工
会

　
　
（
☎
５
２-

０
５
３
１
）

   

江
差
町
漁
村
セ
ン
タ
ー
の
管
理
者

   

が
変
わ
り
ま
す

　
江
差
町
漁
村
セ
ン
タ
ー
（
姥
神
町
１
５
７

番
地
１
）
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り

江
差
青
果
卸
売
市
場
株
式
会
社
か
ら
、
檜

山
卸
協
同
組
合
に
管
理
者
が
変
わ
り
ま
す
。

管
理
者
変
更
後
も
、
施
設
使
用
の
連
絡
先
、

休
館
日
、
開
館
時
間
は
こ
れ
ま
で
と
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

休
館
日　

毎
週
水
曜

日
及
び
12
月
31
日

か
ら
翌
年
１
月
５

日
ま
で

開
館
時
間

　
午
前
９
時
か
ら

　
午
後
９
時

施
設
使
用
の
連
絡
先
・
問

檜
山
卸
協
同
組
合

（
☎
５
２-

０
３
８
９
）

   

町
営
住
宅
空
き
室
情
報

〈
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
住
宅
〉

○
新
豊
川
団
地
（
２
号
棟
）

　
２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
一
般
世
帯
・
１
戸

○
陣
屋
団
地
（
４
号
棟
）

　
４
階
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
一
般
世
帯
・
１
戸

○
円
山
第
４
団
地
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

　
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ
・
高
齢
者
世
帯
・
１
戸

募
集
期
間　
４
月
１
日
（
水
）
～
15
日
（
水
）

入
居
可
能
日　
５
月
上
旬
～

〈
随
時
申
込
対
象
住
宅
〉

○
南
が
丘
第
２
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ
・
一
般
世
帯
・
１
戸

　

一
般
世
帯
の
住
宅
は
原
則
２
人
以
上
の

世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
財
政
課
住
宅
管
財
係

　
　
（
☎
５
２-

６
７
１
５
）

   

建
災
防
講
習
会

①
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育

日
時　
５
月
12
日
（
火
）　
午
前
９
時

会
場　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

申
込　
４
月
13
日
（
月
）
～
27
日
（
月
）

②
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育

日
時　
６
月
10
日
（
水
）　
午
前
９
時

会
場　
檜
山
建
設
会
館

申
込　
５
月
11
日
（
月
）
～
25
日
（
月
）

③
玉
掛
安
全
衛
生
教
育

日
時　
６
月
11
日
（
木
）　
午
前
９
時

会
場　
檜
山
建
設
会
館

申
込　
５
月
11
日
（
月
）
～
25
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
災
防
江
差
分
会（
檜
山
建
設
協
会
内
）

　
　
（
☎
５
２-

１
８
１
３
）

   

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

〈
随
時
申
込
対
象
住
宅
〉

①
一
般
世
帯
向
け
住
宅

　
（
世
帯
人
数
２
人
以
上
の
世
帯
向
け
）

○
道
営
檜
山
団
地　
Ｒ
Ｃ
棟

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　
４
階
建
て

　
（
Ｅ
Ｖ
あ
り
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
階
２
戸

〇
道
営
檜
山
団
地　
木
造
棟

　
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ　
一
部
２
階
建
て

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

※
申
込
順
に
入
居
者
決
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
込
時
点
で
募
集
終
了
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
辻
久
建
設
・
オ
オ
フ
ル
建
築
設
計
事

務
所
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
道
営
住
宅

指
定
管
理
者
）（
☎
５
２-
３
５
４
８
）

４
月　
掲
示
板

募　
　
　
集

４月１日より集会施設が
屋内禁煙となります

　健康増進法の改正に伴い、令和２年
４月１日より集会施設・児童館・コミュ
ニティセンター水堀会館・南が丘ふれ
あいセンター・漁村センター・交流会
館壱番蔵・町会所会館・ぬくもり保養
センターで屋内禁煙となります。
　施設内では禁煙されますようご協力
お願いします。

問　財政課住宅管財係
　　( ☎５２- ６７１５)



広報えさし 4月号27

   
ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

   
レ
ス
ト
ラ
ン
推
進
事
業

　

北
海
道
で
は
食
品
選
択
や
外
食
摂
取
に

お
い
て
、
健
康
管
理
上
の
適
切
な
選
択
を

支
援
し
、
道
民
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
新

た
な
食
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、「
ほ
っ
か

い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
推

進
事
業
」
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
登
録
の
対
象
店
舗
は
、
外
食
料
理
店
（
喫

茶
店
を
含
む
）
及
び
そ
う
ざ
い
製
造
業
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
、

社
員
・
学
校
食
堂
等
で
す
。

　

登
録
は
三
ツ
星
制
と
し
て
お
り
、
道
が

提
供
す
る
健
康
情
報
等
の
発
信
を
行
う
こ

と
と
店
内
を
禁
煙
に
し
て
い
る
こ
と
を
必

須
要
件
と
し
、
一
ツ
星
店
と
し
て
登
録
。

こ
れ
に
加
え
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
健

康
を
支
援
す
る
オ
ー
ダ
ー
対
応
が
で
き
る

店
舗
を
二
ツ
星
、
さ
ら
に
健
康
に
配
慮
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
お
店
を
三
ツ
星

店
と
し
て
登
録
い
た
し
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
は
健
康
づ
く
り
に
関
連
す

る
情
報
を
、
月
に
一
度
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
配
信
し
、
北
海
道
栄
養
士
会
や
管
理
栄

養
士
養
成
施
設
か
ら
の
普
及
啓
発
ツ
ー
ル

の
配
信
等
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道

全
調
理
師
会
と
協
力
し
た
事
業
の
推
進
な

ど
、
協
力
機
関
と
連
携
し
て
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　

登
録
の
届
出
書
の
様
式
は
、
最
寄
り
の

道
立
保
健
所
、
も
し
く
は
北
海
道
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
江
差
保
健
所

　
　
（
☎
５
２-

１
０
５
３
）

　

「にしんの日」
毎月 24 日

令和元年度　ふるさと応援寄付金の状況
（２月末現在）

　　　　　　寄付件数：　   　4,600 件
　　　　　　寄付金額：60,551,000 円

小さな町の大きな挑戦
～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～

ふるさと江差を応援して下さい !!
※申し込み等詳しくは、下記サイトまで！
さとふるHP【http://www.satofull.jp/esashi-hokkaido/】
三越伊勢丹HP【https://mifurusato.jp/j/013617.html/】

（－13）
（－８）
（－５）
（＋１）

総人口
　男
　女
世帯数

7,474
3,595
3,879
4,240

（　）内前月比

人 口 と 世 帯
令和２年２月末現在

   

精
神
保
健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）

　
日
時　
４
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

　
申
込　
４
月
16
日
（
木
）
午
前
中

　
場
所　
北
海
道
江
差
保
健
所

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問　
北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
（
☎
５
２-

１
０
５
３
）

   

年
金
相
談

　
日
時　
４
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
申
込
期
日　
４
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
※
相
談
申
込
は
お
早
め
に
！

　
場
所　
役
場
住
民
相
談
室

　
問　
健
康
推
進
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
☎
５
２-
６
７
２
５
）

   

運
転
免
許
の
更
新
講
習

　
日
時　
４
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
優
良　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
一
般　
午
後
２
時
～

　
　
　
　
初
回　
午
後
３
時
45
分
～

　
　
　
　
４
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
優
良　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
違
反　
午
後
２
時
15
分
～

　
場
所　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

お誕生おめでとうございます
（２月１日～２月 29 日）

（住所）　　　　 （両親）　　　 （子の名）（性別）　
南が丘　　杉　山　忠　義　　陽

はる
　香

か
　　女

　　　　　　　　　智　絵
新栄町　　川　道　直　哉　　結

ゆ
　衣

い
　　女

　　　　　　　　　麻　美
柏　町　　鷲　田　慎　吾　　茉

め
　生

い
　　女

　　　　　　　　　柚　乃

ご結婚おめでとうございます
（２月１日～２月 29 日）

（住所）　　　（新郎）　　　（新婦）　　　（住所）
橋本町　　川東　尚紀　  植松　　愛　　橋本町
南浜町　　村越　信士　  佐藤しのぶ　　函館市

おくやみ申しあげます
（２月１日～２月 29 日）

（住所）　　　　（氏名）　　　（年齢）  （死亡日）　
上野町　　藤　田　幸　男　　71 歳　 2 月 3 日
豊川町　　川　瀬　　　勉　　85 歳　 2 月 7 日
本　町　　大　髙　知　章　　90 歳　 2 月 26 日
円　山　　小　林　タ　ミ　　98 歳　 2 月 27 日

４月の納税
軽自動車税全期

口座振替はあなたの代役。希望される方は税務課まで

歯
科
健
診
中
止
の
お
知
ら
せ

　

4
月
17
日
（
金
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
予
定
し
て
い
た
幼
児
の
歯
科
健
診
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（
☎
５
２-

６
７
１
８
）
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☆☆産婦人科医の診療体制について☆☆
　産婦人科医師の常勤医が不在となることか
ら、診療体制が次のように変更となりますので
お知らせします。
４月から毎週月曜日・火曜日
※　助産師による相談をご希望の
方は、あらかじめ電話にてご連絡
ください。

☆☆小児科の午後の外来診療について☆☆
　火曜日及び木曜日の午後の外来診療について
対象となるのは、定期受診の患者様、症状はあ
るが当日登校できている小中学生の患者様、急
な体調不良の患者様を対象としています。
　これ以外の患者様は
なるべく午前外来を
受診してください。

☆クレジットカードの御利用開始のお知らせ☆
　令和２年４月 1 日からクレジットカードで
のお支払いが可能となりました。
　くわしくは、病院窓口又は
病院総務課までお問い合わせ
ください。

☆ “ 看護師・助産師 ” 職員募集のお知らせ ☆
　看護師・助産師の正規職員を募集しています。
院内保育所の利用もご相談ください。連絡お待
しています。

お問い合わせ先：５２－００３６

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）
循 環 器 内 科 午前　月から金曜日

午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科
（消化器内科も併
せて診療します）

午前　月・火・水曜日（午前11時までの受付）
（なお、月曜日は午前10時から診察）
3日（金）及び17日（金）～総合診療内科のみの診察
※毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約制
の検査実施日となっております。

消 化 器 内 科
（札医大派遣医）

（初診及び再診）6 日（月）・20 日（月）
（再診のみ）＊完全予約制
　午前10時まで受付　７日（火）・21日（火）
　午前11時まで受付　13日（月）・27日（月）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　10日（金）・24日（金）
総合診療（外科） 午前　火から木曜日
外 科 午前　10日（金）・24日（金）
小 児 科 午前　月から金曜日

午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）
泌 尿 器 科 午前　月から金曜日

午後　木曜日
精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）
産 婦 人 科 午前　月と火曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　1日（水）・7日（火）・8日（水）・16日（木）・21日（火）・22日（水）・30日（木）
（初診受付は11時までの受付）
午後　15日（水）

眼 　 　 　 科

午前　9日（木）・23日（木）
（予約以外の初診受付11時まで）
午後　1日（水） ・15日（水） ・22日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ当院で
以前調整した患者様にのみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

北海道立江差病院　（字伏木戸町 484 番地　☎ 52-0036　FAX52-0098　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/db/esb）

道 立 江 差 病 院 コ ー ナ ー

　　　　　　午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　　　　　　　（初診の方は、9時00分～）                   
　　　　　　午後･･･1時00分～2時30分 
　　　　　　予約受付時間（定期患者のみ）
　　　　　　午後･･･1時00分～4時00分  

※診療受付時間 

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

外来診療体制 4 月の診療予定です 
診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
下
さ
い
。

　

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告
げ
、
と
う
と
う
新
年
度
に
な
り
ま
す
ね
。

新
し
い
土
地
で
、
新
し
い
学
校
・
職
場
で
、
新
生
活
を
迎
え
ら
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
に
は
、
引
っ
越
し
を
し
て
、

新
た
に
家
を
借
り
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
今

回
は
、
大
家
さ
ん
と
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
と
き
に
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
で
あ
ろ
う
保
証
人
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
保
証
人
と
い
う
と
、
簡
単
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
教
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
依
頼
さ

れ
る
と
断
り
に
く
い
の
も
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、

保
証
人
に
な
る
と
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
の
か
納
得
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　
保
証
人
と
い
う
の
は
、
主
た
る
債
務
者
が
債
務
を
履
行
で
き
な
い
と
き

に
、
代
わ
っ
て
責
任
を
負
う
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
賃
貸
借

契
約
で
あ
れ
ば
、
賃
借
人
が
家
賃
を
支
払
わ
な
い
と
き
，
保
証
人
が
代
わ
っ

て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
金
の
貸
し

借
り
を
し
た
場
合
だ
と
、
借
主
が
貸
主
に
お
金
を
返
せ
な
い
と
き
、
保
証

人
が
代
わ
っ
て
貸
主
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な

お
、
よ
く
「
連
帯
保
証
人
」
と
い
う
言
葉
も
聞
く
と
思
い
ま
す
が
、
連
帯

保
証
人
は
、
よ
り
責
任
が
重
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
証
人
が
負
う
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
、
民
法
で
は
、
利
息
、

違
約
金
、
損
害
賠
償
等
に
も
及
ぶ
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

例
え
ば
、
通
常
ど
お
り
の
賃
貸
借
契
約
の
保
証
人
は
、
賃
貸
人
が
支
払
わ

な
か
っ
た
家
賃
だ
け
で
な
く
、
そ
の
利
息
も
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
賃
借
人
が
建
物
や
壁
、
床
等
を
壊
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
責
任
も

保
証
人
が
負
い
う
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
保
証
人
の
責
任
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
保
証
人
に

な
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、保
証
契
約
に
限
定
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

契
約
書
の
内
容
に
疑
問
を
持
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
お
気
軽
に
法
律

相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
の
ご
予
約
は
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
３
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　
弁
護
士　
柿
谷　
佐
保
子
）

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

～
保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
～
（
第
123
号
）
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT
3/29 3/30 3/31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
役 一斉街頭啓発
 16時～　　

保 予防接種（BCG）
 13時～　　

12 13 14 15 16 17 18
保乳児健診
 12時45分～
※3/12の代替日

19 20 21 22 23 24 25
クリーンアップ作戦

 8時30分～
※か 漁 文

　　

26 27 28 29 30 5/1 5/2
昭和の日 北中 ケアカフェ

 18時30分～

会
場
略
称

※１　１日　上ノ国診療所
　　　８日　勤医協江差診療所
　　　15日　道立江差病院
　　　22日　佐々木病院
　　　29日　上ノ国診療所

曜日 当　番　医 電話番号
月 勤医協江差診療所 52－1366
火 佐 々 木 病 院 52－1070
水 ※1　下記参照
木 上 ノ 国 診 療 所 55－2017
金 道 立 江 差 病 院 52－0036

日（曜日） 病　院　名 時　間 電話番号
４（土） 勤医協江差診療所 正午～21時 52－1366
５（日） 道 立 江 差 病 院 ９時～17時 52－0036
11（土） 佐 々 木 病 院 正午～21時 52－1070
12（日） 上 ノ 国 診 療 所 ９時～21時 55－2017
18（土） 佐 々 木 病 院 正午～21時 52－1070
19（日） 勤医協江差診療所 ９時～21時 52－1366
25（土） 上 ノ 国 診 療 所 正午～21時 55－2017
26（日） 道 立 江 差 病 院 ９時～17時 52－0036

29（水） 乙 部 町 国 保 病 院 ９時～17時 62－2331
上 ノ 国 診 療 所 17時～21時 55－2017

平日の夜間当番医（午後5時～9時） 土曜、日曜、及び休日の当番医

４月のカレンダー2020年 APR

役江差町役場
江江差小学校
北中 江差北中学校
かかもめ島
田田沢憩いの家
椴椴川担い手センター

文文化会館
南南が丘小学校
高江差高校
Ｂ江差 BASE プラス 1
柏柏町母と子の家
泊泊生活館

保保健センター
北江差北小学校
ままなびっく
生生きがい交流センター
柳柳崎児童館
漁五勝手漁港

檜檜山振興局
江中 江差中学校
町江差町会所会館
水水堀コミュニティセンター
老老人福祉センター
ふ南が丘ふれあいセンター
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◎次回の広報紙は５月１日発行予定です

まちの出来事まちの出来事

2/13 2/23コープさっぽろ
ランドセルカバー寄贈

王様・殿様お守りどっち？
ボール大会

3/4 ３年ぶり『ニシンの群来』
江差追分漁港(五勝手地区)

　コープさっぽろから、町内の新入学児童の交通安全への願いを込め
て、ランドセルカバーを寄贈いただきました。この寄贈は平成24年度か
ら継続されており、交通安全の一翼を担っていただいております。

　たば風の祭典のドッジボール大会では、町内小学生４チームが
出場し、王様、殿様を守りながら熱戦が繰り広げられる中、江差
フェニックス野球少年団Ａチームが全勝で優勝を飾りました。

　平成２９年に１０４年ぶりの「ニシンの群来」が確認されてから、
３年ぶりとなるニシンの群来がきました。今後もかつてニシン漁で
栄えた江差の海に戻ることを期待しています。

繁忙期における混雑緩和・分散へのご協力を！
　繁忙期を迎えるこの時期、転入や転出届が集中することか
ら、窓口でお待ちいただく時間が１～２時間程度となるなど、
ご不便をおかけします。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止対策としましても、受付
窓口の混雑緩和・分散にご理解とご協力をお願いします。
※転入転出手続きに要する「住民異動届」は、江差町ホーム

ページからもダウンロード出来ますので、利用できる方は是
非、事前に記載してください。

■混雑緩和・分散するための対策
○窓口の受付時間を延長
　４月１日（水）～７日（火）は、午後７時まで受付時間を延
長します。（土日は除く）
※特に、１日～３日は混雑が予想されます。

○電話でお呼び出し
　待合室が混雑している場合など、役場駐車場（車内）で待機
を希望される方については、携帯電話によるお呼だしをします。
○マイナンバーカード電子証明書の更新手続き
　有効期限を迎える方に、約３ヵ月前から有効期限通知書等が
送付されていますが、可能な限り４月１日（水）～７日（火）
の期間を避けて手続きされますようご協力をお願いします。

■マイナンバーカード申請
　役場で申請する場合、写真がなくてもタブレットを使用し申
請出来ますので、印鑑と本人の身分を証明できる書類（運転免
許証など）をご持参ください。また、通知カードを併せてご持
参ください。
問：町民福祉課住民おもてなし係（☎52-6720）

3/25 江差幼稚園卒園式
４月から認定こども園へ移行

　春から小さい体に大きなランドセルを背負って、小学校に通うこ
とになる13名の卒園児。卒業おめでとう。江差幼稚園では、４月１
日から幼保連携型認定こども園として、スタートします。


